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資するアフリカ経済研究に特化した国際研究コンソーシアムであり、ＯＤＩは途上国開発分野で著名な研究機関 す。これら広範な国際ネットワークを有 研究機関とセミナーを開催したことにより、アフリカ各国の政府担当者や民間企業の方々が参加者全体（約七〇名） 過半数を数え、研究所と共催機関のアフ に関する研究成果を 効果的に現地に還元するこ ができました。以下、セミナー内容をご紹介します。中規模企業の育成が成長のカギ　
最初の講演を務めたＯＤＩのスティーブン・
ゲルブ主任研究員・民間セクター開発チーム長は、途上国の成長戦略には天然資源依存型 軽工業中心の非熟練労働集約型とがあり、アフリ
カの成長を考える際には、その国の実情に合わせた選択が重要であ としました。また、製造業の成長を促すカギになる競争力のある中規模企業の持続的育 には、産業別クラスターの形成が有効であると論じました。さら 、クラスター単位の 界団体が、企業間の情報共有や共同行動の調整といった、いわゆる「公共財」の提供を担うことが、企業の成長に資すると述べました。輸出加工区（ＥＰＺ）やアフリカ 機会法（ＡＧＯＡ）の適用に一定 効果あり　
続いてナイロビ大学教授のゲリション・イキ
アラ氏は、過去の政策面における失敗に言及しつつ、一九八〇年代に適用され 構造調整計画、およびＥＰＺやＡＧＯＡを活 した輸出拡大によって、財政上のインパクトはそれほど大きくなかったものの 経済自由化による企業の輸出機会増加や外国為替へのアクセス改善などでは一定程度の効果があった、と述べました。ビジネス環境の水準に応じ 賃金コストが重要　
最後に講演を行った研究所の福西隆弘地域研
究センター・アフリカ研究グループ長は、アフリカの製造業が持つ成長の可能性について言及しました。ケニアとマダガ カル 縫製業を比較し、二〇〇四年の多角的繊維協 （ＭＦＡ）撤廃によって、ケニアの輸出が一時的に鈍化した一方、マダガス ルは比較的影響を受けずに
会場からの質問に回答するODI のスティーブン・ゲルブ主任研究員
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成長を続けたという事例を示し、マダガスカルはケニアと比べて賃金が低いため、ＭＦＡ終了後も輸出競争力を保ち続けることができたのではないか、と論じまし 。また、成長の制約要因の一つとして製造コストを挙げ、特に労働集約型産業においては輸出競争力にも大きく影響する、賃金コストの問題を指摘 ました。そして国民一人あたりＧＤＰが比較的近い国の賃金を比較したところ、 ケニア都市部のフォーマル・セクターにおける 、バングラデシュやカ
ンボジアなどよりも高い水準にあると述べました。また、工業化を経験してきた多くの国においては、農業から工業への労働人口の移動、農村から都市への人口移動が観察され が、アフリカではそうした労働移動の動きが弱いことを指摘しましアフリカ経済成長のカギを握る三つのポイント　
パネルディスカッションでは、研究所の佐藤
寛新領域研究センター上席主任調査研究員がモデレーターを務めました。パネルディスカッションに加わった同じく研究所の大塚啓二郎新領域研究センター上席主任調査研究員は、上述した三つの報告を受け、①アフリカ（ケニア）のフォーマル・セクタ における高水準の賃金への対応、②中規模企業の育成、③産業クラスターの形成と業界団体の果たす役割 の三点がアフリカ経済 長のカギとして重要である、としました。　
そして①については、明らかな労働市場の不
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